
■1■ 広報おびひろ　令和５年２月号

１２月末の人口と世帯数 人口▶164,014人（前月比－239人）男▶78,271人   女▶85,743人   世帯▶89,966世帯（前月比－124世帯）
１２月の火災発生件数  ４件（前月比±０件） １２月の家庭ごみ排出量  ごみ量▶2,140t（前年同月比－111t）資源ごみ（Sの日）量▶753t（前年同月比＋11t）
データで知る帯広

掲載情報は１月16日時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響などにより、掲載内容や行事などの日程が変更になる場合があります。
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、引き続き、基本的な感染対策の徹底にご協力をお願いします。

消防団とは
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　消防団は、地域住民などの有志で構成され、消防・防災活動を通じて、住民の安全と安心を守る大切な存在です。消防団の活躍で大勢
の命が救われています。

消防団 で
一 緒に活動しませんか

問い合わせ 総務部消防課（西６南６、消防庁舎１階、☎26・9128）

地
域
の
安
全
を
守
る

　大規模災害が起きた時は、消防職員と共に消火、救助、避難誘導を行い、平常時には災害に備え、消火訓練、防火指導、防火教育、応
急手当ての指導を行うなど、地域の安全を守る活動をしています。
　現在の団員数は350人（うち女性20人）で、ここ数年定員の400人を下回る状況が続いています。18歳以上であれば特別な資格は必要
ありませんので、消防団に興味がある人や入団を希望する人は、問い合わせください。消防団に入って帯広のまちを守りませんか。

　帯広市では、消防団員として地域に貢献した学生に対し、認証
状を交付する「学生消防団活動認証制度」を導入しています。認
証状を取得することで、就職活動をする際に、社会貢献活動の実
績や災害対応能力を企業にPRすることができます。

　消防団活動を支援する「消防団協力事業所」や「消防団応援の
店」に登録しませんか。登録すると、帯広市や北海道がホームペ
ージに事業所名を掲載するほか、表示証などを店頭に
掲示することで、消防団活動の支援を通じた社会貢献を
PRできます。詳しくは問い合わせください。

◀紹介動画
「知ってほしい消防団のこと」

普段は自分の仕事や学業 大規模災害が
起きた時など

消防団として活動

大学生・専門学校生などの皆さんへ 事業所の皆さんへ
就職活動の自己PRにも！ 消防団を支援して、社会貢献！

帯広市消防団
大正第１分団

尾藤　巧弥さん

消防団に入ったきっかけ
地元の先輩から誘われたことが
きっかけです。今では自分の友人
も誘い一緒に活動しています。

消防団に入って感じたこと
災害出動や教育訓練を通して、防
災への意識が強くなったと感じま
す。また共に地域を守る仲間がで
きたことは本当に心強いです。


